
 

（第２号様式） 
 

  令和６年５月 21 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立綾瀬西高等学校  
  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①主体的・対話
的で深い学びを
実現するととも
に、ＩＣＴの活
用を通して基礎
学力を伸ばす。 
 
②「福祉の心」
を育み、他者と
協働して地域社
会に貢献し、共
生社会の実現に
資する人材を育
成する。 

①ICT の活用を
通して、生徒が
学習に対して主
体的に取り組み
表現するなど
の、深い学びの
方策を検討し、
構築する。 
 
②福祉に関する
教育活動をさら
に充実させ、
「他者を思いや
る力」「他者か
ら学ぶ力」「他
社と協働して地
域社会に貢献す
る力」を身に付
けさせる。 
 

①ICT 環境を整
備し、校内外の
教育資源やｸﾛｰﾑ
ﾌﾞｯｸを積極的に
活用し、基礎学
力の伸長させ、
表現力を育成す
る教育方法を検
討し構築する。 
 
②専門福祉、総
合的な探究の時
間、選択科目、
課外のボランテ
ィア活動など、
福祉に関する教
育活動の機会を
多く設定する。 

①ｸﾛｰﾑﾌﾞｯｸを有
効に活用する環
境整備を進める
ことができた
か。ｸﾛｰﾑﾌﾞｯｸを
活用することに
より、表現力等
を育成すること
ができたか。 
 
②生徒が福祉に
触れる機会を多
く設定すること
ができたか。デ
イサービスセン
ターとの交流機
会を増やすこと
ができたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①生徒の自己指
導能力と他者を
尊重する姿勢を
育成し、問題行
動の未然防止を
図る。 
 
②生徒の特性を
多面的に理解
し、生徒の特徴
や教育的ニーズ
に即したより適
切で必要な支援
体制の充実を図
る。 

①生徒の自己指
導能力と他者を
尊重する姿勢を
育成するため
に、日常生活・
集会・学年での
講演会等あらゆ
る場面で他者を
意識した行動・
言動の理解・浸
透を図る。 
 
②SC、SSWや
外部機関との円
滑な連携を図る
とともに、適切
な連携先の周
知、共有を行
い、職員全体で
活用できる教育
相談体制の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①学校生活にお
けるルールを浸
透させるととも
に、交通安全教
育については、
日ごろのクラス
での呼びかけを
含めた教育活動
をより積極的に
実施する。 
 
②SC、SSW の
役割について周
知を行うととも
に、活用できる
外部機関の情報
整備を行う。 

①学校生活にお
いて、子どもた
ちに自らを律し
て行動させ、指
導件数が減って
いるか。交通事
故の件数が減っ
ているか。 
 
②SC、SSW と
の情報共有、ケ
ース会議、フー
ドバンクを含め
た外部機関との
連携などを実践
できたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①基本的生活習
慣を確立すると
ともに基礎学力
を伸長し、個性
を伸ばすキャリ
ア教育を推進す
る。 
②通級による指
導を実践し、特
性による学習上
及び生活上の困
難の改善、克服
をめざす。 

①生徒一人ひと
りの個性を尊重
しながら、社会
的・職業的な自
立に向けて、主
体的に取り組め
るキャリア教育
を推進する。 
 
②通級による指
導や教育相談を
はじめとした支
援体制を利用
し、生徒一人ひ
とりに応じた支
援の定着を図
る。 

①-1 学年進行に
適した進路支援
ワーク・ツール
等を活用し、生
徒の主体的な学
びを推進する。  
  
①-2 外部連携を
強化しながら進
路支援プログラ
ム の 充 実 を 図
り、すべての生
徒がより良い進
路選択ができる
よ う に 支 援 す
る。 
 
②職員全体の情
報共有をはかる
とともに、SC、
SSW と連携した
支援を行う。ま
た、「NISE 学び
らラボ」を活用
する。 
 

①-1 進路支援
ワーク・ツール
等を活用し、主
体的な学びを推
進することがで
きたか。 
 
①-2 外部連携
を積極的に推進
し、生徒の進路
選択につなげる
活動ができた
か。 
 
②職員、SC、
SSW の情報が
共有されている
か。「NISE 学
びラボ」が活用
されているか。 

     

４ 地域等との協働 

①地域等との持
続可能な協働活
動を推進し、未
来社会で生きる
必要な力の育成
と生徒活動の質
の向上を図る。 
 
 
 
②ＰＴＡや地域
等と連携して活
動の場を充実
し、地域社会と
協働する意識を
高める。 

①生徒会活動・
部活動・委員会
活動を通じて地
域社会の一員と
しての意識を醸
成する活動を行
い、地域と共に
歩む学校として
の活動を行う。 
 
②ＰＴＡや綾瀬
市など地域との
連携を図り、生
徒が参加、協働
できる場の実現
を図る。 

①文化祭などの
学校行事におい
て 地 域 と 協 働
し、奉仕活動を
行うなど、生徒
が主体的に地域
と共に歩んでい
く自覚を持たせ
るようにする。 
 
②ＰＴＡや綾瀬
市自治体など地
域と連携・協働
が可能な行事の
見直しを行う。 

①文化祭などの
学校行事におい
て、生徒の主体
性を活かし、地
域に対して働き
かけを行うこと
ができたか。地
域と共に行う活
動を実現できた
か。 
 
②ＰＴＡや地域
と協働する活動
を校内で整理
し、実現を図る
ことができた
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校運営協議
会委員等、地域
の多様な人材の
意見を集め、社
会に開かれた安
全で安心な学校
づくりをめざ
す。 
 
②組織的、計画
的、継続的に校
内研修を行い、
教員の資質と学
校の教育力の向
上をめざす。 

①社会に開かれ
た安全で安心な
学校づくりに向
けて、学校運営
協議会を活用
し、教育活動の
充実につとめ
る。 

 
②教職員の支援
教育や人権教育
に係る校内研修
を計画的に実施
する。 

①学校運営協議
会や学校設置部
会において、意
見聴取や情報収
集 の 機 会 を 設
け、整理し、改
善につなげる。 
 
②研修の成果か
ら、重点的な課
題を絞り込み、
共有することに
より、教職員の
スキルを向上さ
せる。 

①学校運営協議
会や学校設置部
会からの提案を
整理、共有、実
現することがで
きたか。 
 
②支援教育や人
権教育に係る重
点課題を共有
し、生徒への支
援教育を充実さ
せることができ
たか。 

     

 


